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表⾯損傷が起こると、 n-in-p のセンサーでは、p-stop構
造が必須である。p-stopがある場合とない場合で、MIP
の応答が隣の電極に及ぼす影響を考察せよ。
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・閾値電圧の低下
・リーク電流の増加⇦p-stop!
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p-stop!



p-stopなし

TIDが⼤きくなると
MIPから得る電流は⼩さくなる

cathode2



cathode１
TIDが⼤きくなると
MIPから得る電流は⼩さくなる



p-stopあり

p-stopなしの
時と同じ

⇨p-stopによ
り信号の⼤き
さは変わらな
い



TID=300の時の電⼦密度

p-stopありp-stopなし
p-stopなし
電荷が流れている

p-stopあり
電荷が流れていない

⇨p-stopにより電荷が
隣の電極へ流れるのを
防いでいる

TIDにより
・読み出される信号は
⼩さくなる
⇨p-stopを⽤いると
・信号が⼩さくなるのは変わ
らない
・電荷が隣の電極へ流れるの
を防ぐ
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